
サ
イ
h
y
モ
ノ
ナ

Z

細
工
者

並

御

細
工
者
敵
は

天
明
四
年
六
且
二
十
八
日
銀
忽
限
側
勝
木
市
郎
右
衛

門
容
の
こ
れ
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
を
初
と
し
、
四
十
依

を
慨
は
っ
た
。
五
年
五
且
具
足
師
岩
引
際
政
響
亦
此

の
加
に
命
ぜ
ら
れ
、
切
米
右
の
如
く
協
は
っ
た
が
、

そ
の
後
宛
行
に
は
定
ま
っ
た
械
が
な
か
っ
た
。

ザ
イ
ゲ
ン
ジ

百
源
寺

金
抑
制
脅
町
に
在
っ
て
、

民
宗
東
援
に
屈
す
る
。

サ
イ
ケ
ン
モ
ツ
才
監
物

才
伊
一思
の
子
で
、
交

の
波
後
家
を
製
玄
、
前
田
利
治
に
仕
へ
、
三
千
石
を

領
し
、
後
大
禦
寺
務
組
前
回
利
治
に
従
う
て
移
住
し

た
。
段
物
の
子
次
太
夫
の
千
五
百
石
を
脇
は
っ
た
こ

と
は
、
承
他
二
年
の
大
翠
寺
中
部
士
籍
に
見
え
る
が
、

延
冊
目
二
年
か
ら
後
の
士
錨
に
は
も
う
見
え
な
い。

ザ
イ
ゴ
ウ

在

郷

士

人
の
刑
に
在
郷
と
い
ふ
の

が
あ
っ
た
。
腿
村
に
居
住
せ
し
め
る
諮
で
、
不
拘
束

の
疏
刑
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
大
鎮
守
務
で

は
勝
手
不
如
誌
に
よ
り
、
そ
れ
を
回
復
す
る
お
漏
う

て
在
郷
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
盛
山
削
で
は
な

、。し
ザ
イ
ゴ
ウ
オ
ウ
マ
マ
ハ
リ
在
崩
御
馬
廻
士
分

に
し
て
城
下
を
離
れ
、
相
増
加
に
在
住
勤
務
す
る
も
の

を
い
う
た
。

サ
イ
コ
ウ
ジ

菌
光
寺

金
課
税
木
町
に
在
っ
て
、

民
宗
東
慌
に
邸
す
る
。

サ
イ
コ
ウ
ジ

菌
光
寺

割
引
咋
都
領
家
町
に
在
っ

て
、
町
市
土
宗
に
開園
す
る
。
文
明
中
鹿
島
郡
本
七
尾
西

光
寺
の
援
鵬
首
が
隠
居
と
し
て
創
立
し
た
も
の
と
い

‘中
。サ
イ
コ
ウ
ジ

菌
光
寺

鹿
島
榔
鹿
島
絡
に
在
っ

て
、
認
宗
耐
用
涯
に
臨
す
る
。

サ
イ
コ
ウ
ジ

菌
光
寺

鹿
島
郡
小
島
に
在
っ
て
、

符
土
宗
に
臨
す
る
。
初
め
悠
叡
と
い
ふ
も
の
、
白
山

氏
か
ら
本
七
施
に
寺
地
荷
得
て
倒
立
し
た
と
い
ふ
。

サ
イ
コ
ウ
ジ

菌

光

寺

臥
軍
部
西
院
内
に
在
っ

て
、
提
言
宗
に
臨
す
る
。
寺
山
腕
に
即
日
久
八
年
六
且
九

日
長
谷
部
信
挫
の
帯
地
紋
が
あ
る
。

サ
イ
コ
ウ
ジ

西
光
寺

珠

洲
純
正
院
に
在
っ
て
、

英
宗
架
涯
に
邸
す
る
。
寺
艇
の
絹
本
諸
色
親
鰐
恕
一
人

出相
川田四
幅
は
、
各
照
一
米
=
一
七
叡
・
脱
七
四
極
を
測

り
、『
大
谷
本
願
寺
親
鷺
型
人
之
縁
起
加
州
加
卜
部
資

(
品
目
)
且
庄
木
越
光
徳
寺
山
M
住
物
也
。
文
明
三
政
辛
卯

六
月
廿
五
回
線山地
如
花
押
。
阪
中
山
初
来
容
。
』
の
辺
自

を
有
す
る
。
ま
た
絹
本
諸
色
塑
徳
太
子
像
緊
一
米
入

樫
・
柿
四
四
組
の
も
の
に
は
、
間同長
十
一
カ
年
八
且
八

日
敬
如
の
袈
訟
が
あ
る
。

サ
イ
コ
ウ
ジ

菌
光
寺

珠
洲
郡
出
削
に
在
っ
て
、

演
出町大
谷一極
に
凪
ず
る
。

初
め
京
都
に
民
た
が
、
明

治
三
十
四
年
一
月
今
の
地
に
修
っ
た
。

サ
イ
サ
ン
ザ
Z

モ
ン
才
=
一
左
衛
門
加
賀
滞
に

於
い
て
大
身
の
侍
で
あ
っ
た
が
、
知
あ
っ
て
江
沼
郡

内
問
屋
村
に
浪
居
し
、
茶
悼却
を
作
っ
て
抑
止
附
と
し
、

乳
母
の
病
死
し
た
時
、
社
鰐
の
錦
訣
方
な
く
、
菰
に

包
ん
で
自
身
で
沙
中
に
臨
め
た
。
三
左
衛
門
は
か
く

零
務
は
し
た
が
、
品川耐に刀
・
脇
指
・円
片
足

一
領
・白川批

垢
・
製
斗
日
・
上
下
及
び
姉
刀
一
援
を
所
持
し
て
ゐ
た

と
い
ふ
。
秘
嬰
旅
銀
に
越
前
一

伯
会
が
忽
ん
で
こ
の

訟
に剛
山狩
に
出
か
け
ら
れ
た
際
、
三
左
衛
門
が
そ
の

小
屋
で
名
容
を
煎
じ
た
と
の
談
受
総
せ
る
か
ら
、

医
長
・元
利
の
頃
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

サ
イ
ジ
ユ
ウ

百
佳

江
沼
梢
奥
山
方
に
闘
す
る

部
前
。
笈
恕
紀
聞
に
、
こ
の
村
の
釦
に
西
行
の
駒
子

商
住
が
居
住
し
た
と
い
ひ
、
西
住
が
爆
の
跡
と
い
ふ

防
も
あ
る
と
促
す
る
。
慌
し
地
名
に
謀
「
つ
〈
併
設
で

あ
る
。

在
住

ザ
イ
ジ
ユ
ウ

務
末
の
頃
人
持
組
よ
り
採

サ
イ

用
し
、
結
巾
魚
油
・
氷
見
・
能
育
所
口
・
字
出
津
・

輪

nN
・正
院
に
在
っ
て
、沿
障
の
問
u

仰
に
お
っ
た
こ
と
を

い
ふ
。
在
住
居
般
に
は
砲
を
設
け
、
御
M
m
廻
・
御
杭

同
・拠
カ
・小
代
官
・
足
科
が
附
図
し
、
幾
分
の

刑
法

を
も
取
扱
ひ
、
火
災
の
時
は
消
防
や
-指
抑
し
た
。
毎

年
三
且
よ
り
十
月
迄
出
畑
山
在
住
し
、
そ
の
他
は
金
禄

の
自
宅
に
役
所
荷
役
竹
た
。
但
し
魚
梯
在
住
の
み
は

古
く
か
ら
あ
っ
た
臓
で
あ
る
o
l
ウ
ヲ
ヅ
ザ
イ
ジ
ユ

品刷
油
在
住
。

ウ

サ
イ
シ
ョ
ウ
コ
ヴ

最
勝
講

一
戸
川
拠
品
獅
浅
井

庄
に
因
す
る
部
首
問
。
最
勝
一
土
続
講
終
の
布
胞
と
し

て
、
何
れ
か
に
悦
治
せ
ら
れ
た

m地
が
在
っ
た
鈴
の

白
名
で
あ
ら
う
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

最
勝
寺

金
保
上
小
川
間
に
あ

っ
て
天
台
宗
に
闘
し
、
銀
釜
山
と
脱
す
る
。
寺
田
叫
に、

天
正
十
二
年
玄
界
小
松
に
恋
文
。
二
代
玄
徳
は
能
郡

で
、
阿世
長
六
年
の
比
小
松
械
代
前
回
長
続
の
許
に
あ

っ
た
前

m利
市
に
銅
閣
を
し
た
。

十
八
年
利
協
の
命

で
金
抑
八
坂
に
移
り
、
究
永
十
九
年
山
出
聞
の
お
小
，I

野
に
等
地
荷
受
け
た
が
、
冗
文
九
年
制国
間
寺
の
地
内

に
併
さ
れ
た
協
箆
に
卯
医
に
移
っ
た
と
あ
る
。

サ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

最
勝
寺

石
川
相
妨
丸
に
在
っ

て
、
民
宗
耐
用
慌
に
回
す
る
。
明
治
十

一
年
八
月
寺
蹴

公
抑
制
の
許
可
を
得
た
。

サ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

最
勝
寺

河
北
郡
長
屋
区
在
っ

て
、提
出
町
東
憶
に
凪
ず
る
。
初
め
遊
説
で
あ
っ
た
が
、

明
治
二
年
寺
川
町
の
公
穏
を
許
可
せ
ら
れ
た
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

最
勝
寺

鹿
島
加
七
倍
に
在
っ

て
、
山
口
制
宗
に
回
す
る
。
永
手
十
一
年
叡
来
寺
二
代

中
華
注
を
削
悲
と
す
る
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

酉
勝
寺

金
概
況
賀
町
な
る
班

本
願
寺
別
院
境
内
に
在
り
、
ロ
叫
宗
西
波
に
臨
す
る
。

初
め
河
北
部
長
屋
谷
に
創
建
し
、
正
徳
二
年
今
の
地

圃

鹿
島
都
七
局
に
在
つ

に
砂
っ
た
と
い
ふ
。

サ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

西

勝

寺

て
、
国国
宗
京
振
に
臨
す
る
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

西
勝
寺

て
、
国叫也市
東
振
に
臨
す
る。

サ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

西
照
寺

能
紫
紺
小
松
泥
町
に

在
っ
て
、
国叫
宗
東
一
仮
に
図
す
る
。
初
め
本
折
に
笹
り
、

次
い
で
小
寺
村
に
制
じ
、
疋
保
ご
年
今
の
地
に
捗
っ

た
と
い
ふ
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

西

照

寺

河

北

郡
杭
山
な
る
到

茂
紳
祉
の
枇
併
で
、
天
台
宗
に
回
し
た
。
裕
一
肌
に
十

二
妨
あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
末
森
戦
の
後
段
々
成
政
の

軍
に
焼
か
れ
、
僅
か
に
な
庖
を
岱
む
ば
か
り
に
な
っ

た
。
今
断
絶
し
て
存
せ
ぬ
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

西
照
寺
羽
咋
郡
宿
に
在
っ
て
、

異
宗
京
源
に
臨
す
る
。

サ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

百
照
寺

鹿
島
郡
能
育
部
下
後

山
分
に
在
っ
て
、
民
宗
西
波
に
臨
す
る
。

サ
イ
シ
ョ
ウ
ジ

西

性

寺

湖
同
制
梨
谷
小
山
に

在
っ
て
、
民
宗
一
一
恥
涯
に
臨
す
る
。

サ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ

西
乗
寺

て
、
回
目
宗
東
一概
に
臨
す
る。

珠
洲
部
飯
田
に
在
つ

石
川
郷
鶴
来
に
在
つ

サ
イ
シ
ョ
ウ
ノ
モ
リ

最
勝
ノ
森

風
豆
郡
岩
部

に
在
る
。
能
鷲
誌
に
、
『岩
沼
村
聞
の
出
附
を
良
勝
，

森
と
い
ふ
。
不
問
。
絡
な
る
形
の
而
白
き
出
附
に
て
住

吉
宮
あ
り
。
中
断
村
の
筒
〈
申
忠
商
〉
の
向
に
て
.
制

明
の
輸
と
此
住
吉
の
断
出
合
て
、
山
水
の
挑
め
貨
に

か
ぎ
り
な
き
風
景
な
り
。
此
最
肪
，
森
へ
毎
年
大
崎

の
夜
に
は
孤
灯
資
る
と
い
へ
り
。
』
と
相
応
す
る
。

ザ
イ
シ
ョ
ウ
ノ
モ
リ
ス
ミ
ヨ
シ
シ
ヤ

最
勝
森
佳

吉
社

邸
主
部
器
取
の
山山
崎
に
在
っ
て
、
俗
に
拙
灯

枇
と
も
い
ひ
、
伊
披
阻
加
熔
駐
又
は
宰
相
森
佐
世間宮

と
・
も
密
か
れ
た
。
式
内
等
萄
枇
杷
に、
『
穴
水
郷
器
取

三
二
九


